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（維持管理小委員会） 

令和 5 年 11 月 

令和 5 年 9 月 12 日 全国大会 研究討論会報告 

（開催日） 

令和 ５年 ９月１２日（火） １０：００～１２：００ （オンライン形式） 

 

（研究討論会のタイトル） 

橋のリニューアルや長寿命化に向けたメンテナンス技術の展開 

 

（主題） 

持続可能なインフラメンテナンスの実現に向けて老朽化した構造物等のリニューアルが推進されているが、その

一方で地方自治体が抱える予算不足や担い手不足などの課題も山積している。これらの課題に対し、国や地方

自治体の取組み、そして民間企業が実践している効率化・省力化に向けたメンテナンス技術について話題提供し

ながら、今後の建設用ロボットの展開を討論する。 

討論会の中では、広島の高校で行っている BIM/CIM 講座など将来の技術者育成に向けた取組みも紹介し、

担い手不足の課題解決に向けた地域の活動についてスポットを当てて今後の展望を討論していく。 

 

（討論会参加者） 

座長氏名／所属  

建山 和由（建設用ロボット委員会委員長：立命館大学） 

基調講演 

髙口 敏弘（国土交通省中国地方整備局道路部道路保全企画官） 

登壇者氏名（所属）   

① 川森 雅仁（慶応義塾大学大学院 政策メディア研究科特任教授） 

② 久田 真（東北大学大学院工学研究科 インフラ・マネジメント研究センター長） 

③ 新田 勉（広島県土木建築局 技術企画課参事） 

④ 大原 和章（西日本高速道路株式会社保全サービス事業部 改築課長） 

 

（レジュメ） 

１． 委員長挨拶 

２． 基調講演 

３． インフラ長寿命化に関する話題提供（２編） 

４． 討論会①（インフラメンテナンスと生産性の向上について） 

５． メンテナンス技術の紹介（３編） 

６． 将来の担い手育成に向けた取組み紹介（広島県立府中東高等学校） 

７． 討論会②（建設業の魅力創りについて） 

８． まとめ 



2 

 

（開催概要） 

  
委員長挨拶                                      

   
登壇者の紹介 基調講演 

「最近の道路メンテナンスを取り巻く状況について」 

国土交通省中国地方整備局 髙口敏弘 

   

話題提供① 

「インフラ老朽化対策の中長期的な枠組みについて」 

広島県土木建築局 新田勉 

話題提供② 

「スマートインフラマネジメントシステムの構築について」 

東北大学大学院 久田真 
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討論会①の様子 

 

  
メンテナンス技術の紹介① 

「ドローンを用いた水道施設の点検手法」 

公益財団法人水道技術研究センター 

メンテナンス技術の紹介② 

「狭小部における鋼板の運搬・設置作業の効率化について」 

竹中土木 

 

  

メンテナンス技術の紹介③ 

「床版取替工事における工期・コスト・ソーシャルロス

の大幅低減に向けた取り組み」 

鹿島建設 
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 （将来の担い手育成に向けた取組み紹介） 

  

    

学校・講師の皆さまインタビュー 

府中東高校 柴田先生 

学校・講師の皆さまインタビュー 

マツザワ瓦店 松澤社長 

    

学校・講師の皆さまインタビュー 

あい設計 加藤 様 

学校・講師の皆さまインタビュー 

ふちゅう大学誘致の会 井上理事長 

   

学校・講師の皆さまインタビュー ＢＩＭ/ＣＩＭ授業の解説 
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広島建設アカデミー 福井理事長 慶応義塾大学大学院 川森先生 

 

 

 

討論会②の様子 

 

   
メンテナンス技術の紹介 
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（ウェビナーからの質問事項） 

財政状況の厳しい自治体が効率化を図るために自ら実施すべき橋梁の維持管理の取り組みとして、これは  

やったほうが良いというものは何かあるでしょうか？ 

住民参加や直営での点検などの話がありましたが、どの自治体でもやったほうがいいのでしょうか？ 

（回答） 

住民参加や直営によって、インフラや維持管理の重要性の理解は進むので、やって頂くことには意義はあると 

思います。その一方で、危険な箇所に踏み入って住民がけがをする、とかのリスクもあるし、ボランティア的にやって

いる場合は、ビジネスには発展しないと思います。ですので、やはり、自治体等のご担当者との協業が重要ではな

いかと思います。（久田氏） 

 

以 上 


